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2. 本年度 WG 会合開催実績 
全体会合は開催せず、ただしメールベー

スで議論を行った他、少人数によって、サ
ブオービタル機を開発中の製作・運航メー
カー幹部と会合し、装置製作詳細に関する
会合も複数回行った。 
   
3. 活動目的 
従来宇宙環境は無重力状態だと考えら

れていたが、現実にはｇ－ジッターが存在
している。欧米では、ｇ－ジッターの影響
を懸念して既に組織的な研究を行ってお
り、我が国でもシャトルを用いたｇ－ジッ
ター実験が実施されている。平成１１年に
はｇ－ジッター研究を組織的に進めるた
めの地上公募研究を開始、平成１４年から
は実験装置製作に特化して地上公募研究
を継続した。平成１６年からは研究班ＷＧ
として、無人衛星実験の可能性を検討した
ところである。 
本研究では、これまでの研究成果を活用

し、種々の微小重力実験手段で発生する、
加速度に起因する大域的な流体現象の知

見を得ることを科学的目的とする。また、
流体科学実験に要する一般的かつ省リソ
ース型の実験支援系を構築し、宇宙実証を
行って汎用実験支援装置として確立させ、
他研究者に装置および技術情報を提供し、
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図１ 電解発色法を用いた実験セル 

Cell#1Cell#1

DigitalDigital CameraCamera

AccelerometerAccelerometer

BatteriesBatteries

LockLock--unlockunlock mechanismmechanism

MirrorMirror

Passive DampersPassive Dampers
Cell#2Cell#2

Control UnitControl Unit

Damper without Damper without 
Electrical Electrical 

ConnectionConnection

Cell#1Cell#1

DigitalDigital CameraCamera

AccelerometerAccelerometer

BatteriesBatteries

LockLock--unlockunlock mechanismmechanism

MirrorMirror

Passive DampersPassive Dampers
Cell#2Cell#2

Control UnitControl Unit

Damper without Damper without 
Electrical Electrical 

ConnectionConnection  
図２ 制振ダンパーと試作実験装置概観(Model 

2001). 

図３ スペースシャトル用実験装置概念 



 

今後アドホックに提供されるであろう宇
宙実験機会に迅速・的確に対応することが
可能になることを技術的目的とする。 
4. 活動内容 
流体現象の計測は、宇宙実験中に実験セ

ル内に発生する大域的な対流・拡散現象を
電解発色法(Fig.1)によって可視化し、ほぼ
フライト全期間にわたって観察すること
で行う。平成１６年度ＷＧにおいて実施実
験候補および実験装置概要を検討した。実
験装置としては平成１１年度および平成
１４年度の地上公募研究の成果を最大限
に活用し、地上公募研究で製作された実験
装置(Model2001、図２参照)を装置自身が
ｇ－ジッターの発生源とならないよう徹
底的に改良して無重力環境下を実現する
こととし、平成１７年度ＷＧにおいて以下
の３実験を実施候補とした。 
①電解発色法による拡散現象観察実験、
それぞれ制振、非制振状態に置いた２つ
の実験セル内に極めて静的な現象であ
る電解発色法によって拡散質を同時に
形成し、その拡散の様子を観察する。リ
ファレンスデータ取得を目的とする。 

②温度勾配下での電解発色法による拡
散現象観察実験、温度勾配付加による密
度勾配形成によってｇ－ジッターに影
響されやすい状況を作り出し、１と同様
の実験を行う。リファレンスデータとの
比較から大域的な密度分布の影響を求
めることを目的とする。 
③細線まわりの沸騰現象と電解発色法
による拡散現象観察実験、実験セル内に
電解発色法とは別の細線を配置し、高電
流を付加し沸騰現象を発生させる。沸騰
は最も密度差が形成されるケースであ
るので、これと電解発色を同時に行い、
局所的な密度差によるｇ－ジッターの
影響を求めることを目的とする。また、
熱環境制御に重要な沸騰現象の解明に
資することも目的とする。 

しかし、これまではシャトル(図３参照)や
無人衛星などの軌道実験を目指した検討
を行ってきたが、今年度はさらに実験機会
を広げるため、サブオービタル機に対応す
るための検討を行った。この場合実験時間
が限られるため、実験①のみの実施になる
と思われる。サブオービタル機実験のイメ

 

図４ 提案実験のイメージ 



 

ージを図４に示す。 
平成１８年６月に、当該サブオービタル

機を開発中の製作・運航メーカー幹部が来
日したため、非公式の会合を持ち、本実験
の概要を Model2001 を主体として説明し、
サブオービタル機が提供するロッカー(図
４左上、シャトルや ISS で用いられている
ものと同一サイズ)とのメカニカルインタ
ーフェイスに適合するとの回答を得てい
る。 
サブオービタル機は基本的に有人の航

空機であるため、機能としては Model2001
で充分であるが、背景となる加速度レベル
が低い。よって高性能の制振装置が必要と
なる。より制振性能を高めるため、平成１
４年度地上公募研究で開発した高性能制
振ダンパーに換装することとし、予備を含
め５個のダンパーを製作した。図５に FM
として製作したダンパーを示す。参考とし
て EM(奥の黒色のもの)も示した。EM 製
作に困難を伴った点や、サブオービタル実
験であるため素材選択の制限が緩やかで
あることを考慮し、FM では、 
①制振性能を向上させるため柔らかい
信号線(テフロン製)を用いる 
②製作の簡便さを考慮し、色づけされた
信号線を用いる 

こととした。 
 平成１８年末に JAXA 宇宙科学研究本
部国際共同ミッション推進研究提案に｢サ
ブオービタル機を用いた宇宙機内微小重
力環境計測実験｣として本実験の準備経費
を申請したところ、平成１９年１月に採用
さ れ た 。 こ の 資 金 で 、 図 ６ に 示 す
Model2001 の収納ケース BBM の製作等を
行った。この収納ケースは図４に示すロッ
カー内部に適合するように設計されてい
る。今後は、実験機会の確実性に併せて当
該ケースを改良し、図２の Model2001 およ
び図５の制振ダンパーを収納ケース内に
取り付ける予定である。 
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図５ 制振ダンパーFM および EM(奥) 

 
図６ 収納ケース BBM 




